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メキシコのマシニングセンター市場 

 

1. メキシコの工作機械市場 

 

メキシコの工作機械国内市場規模は、正式な統計がとれないため詳細不明ではあるが、ドイツ工作

機械工業会（VDW）資料や、メキシコ機械販売代理店協会（AMDM）等の話によると、年により変動して

いるが、概ね 10～17 億ドルの範囲で、国内需要の 90％が輸入によってまかなわれているという。景気

動向に左右されるが、年間 9～15 億ドルの工作機械輸入が行われていることになる。 

 

国内需要の特徴としては、自動車、自動車部品、電気･電子、航空機等の産業分野の、国際的競争

レベルにある大手企業においては、最新の高効率機械が導入されているが、中小企業がメインの国内

資本企業では、投資インセンティブや金融面での優遇策不足等から、設備拡張を行うにあたって、価

格優先の機械や米国からの中古機械の導入が多くなっている。また技術者の不足も大きいと言われ、

したがってまだ、品質よりも価格優先の需要構造となっている。 

 

国内生産が 10％程度と低いため、工作機械の製作経験も乏しく、特に高度技術者が不足していると

言われる。近年、関連産業の興隆を受け、国や州政府による、大学や専門学校における技術者養成教

育が活発化している。また対墨輸出企業による、機械の無償提供等を通じた当該製品関連の人材育成

なども盛んになってきている。 

 

元々メキシコの製造業は、米国という隣接する巨大市場向けに、家電や、電気・電子機器、あるいは

ノックダウンによる自動車組立等で、メキシコの安い労働力を活用したマキラドーラと呼ばれる生産・輸

出が行われていた。技術の蓄積もこれらを通して一定程度行われてきた。しかし最近活発化している、

部品を含む自動車産業全般において、メキシコを北・中・南米の生産拠点とする動きから、これまでの

米国一辺倒の大型・高価格市場向けの製造から、低価格販売が中心の中・南米ボリュームゾーン市場

向け製造へと矛先が変化している。このことから製造形態にも変化が見られ、３万点と言われる部品数

の多さから裾野産業の広がりが大きい自動車産業においては、販売価格の低価格化に対応するコスト

削減が急務であり、部品の現地調達比率の向上が急務となっている。 

 

欧米系の優秀な部品メーカーもそれなりに数多く存在しているが、この場合、価格的にグローバル価

格となっているため、地元調達のメリットはあまり多くないと言われている。ローカルの優秀な企業を如何

に上手く見つけ育てていくかという、目利き・選別が重要さを増しており、既にこの動きが始まっている。

逆にこの流れから、技術向上を含めた設備更新の可能性が高いといえよう。 

 

表１の通り、ドイツ工作機械工業会のデータによると、国内生産はこの５年間 9.8〜13.1％の範囲で

市場シェアを占めている。輸入は概ね国内需要の 90％強を占めており、９億 1,700 万ドルから 15 億

4,000 万ドルの間となっている。 

 

  輸入制度については、メキシコ政府の方針として一般関税を低減し開放する方向にあり、制度的な

問題は特になく、自由に機器が入る余地はあるといえる。 
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2. メキシコのマシニングセンター市場 

 

⑴ 輸入動向 

  ＨＳコード 8457 に属するマシニングセンターの輸入規模は、表２の通り、１億 7,000 万ドルから３

億ドルの規模となっている。2011年上半期の状況は、対前年同期比85.1％増の１億1,400万ドルと

大きく伸びていて復調の兆しを示している。2010 年のメキシコ経済は、自動車産業の生産回復・輸

出拡大が経済を牽引した年であり、2011 年もそれに引続く産業動向となっているが、2010 年は、

2009年に止まっていた設備が稼働を回復し、2011年もまだその状況が続いていて、設備の大幅拡

張までにはまだいたっていないということが伺える。 

  しかし 2011 年に入って日米欧の自動車セットメーカーは新規や拡張等設備投資を拡大させて

おり、３月のニッサンの新車種生産開始、６月のマツダの新規工場投資発表、フォルクスワーゲンの

新車種生産開始、8 月のホンダの生産拡張計画発表、等を受け、また各社既述のような事情から

現地調達比率のアップ要請もあり、今後のマシニングセンターを含む工作機械需要は、拡大の可

能性を秘めている。 
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⑵ 輸入先状況  

  主な輸入先は、個別品目での国別輸入表から分かる通り、米国、日本、欧州、アジアの韓国、

台湾、中国となっている。 

  

⑶ 品目別・国別状況 

表3～10の通りで、マシニングセンターが約90％を占め、直進あるいは回転式トランスファーマシン

や、２つ以上の作業を行う切断･穴あけを含む複合機械が３％前後、残りを部品輸入が占めいてい

る。 
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3. 今後の動向 

 

  メキシコは、安価で豊富な労働力が安定して供給されており、また賃金水準も過去それほど上昇し

てこなかったため、ややもするとこの安い労働力に頼る傾向が多く見られる。しかしながら上述のように、

昨今の自動車産業のメキシコ生産拠点化と現地調達比率の向上必要性により、今後品質の安定した

安くて大量の部品需要が生まれ、それに対応した生産・供給体制の整備が不可欠と思われる。国内生

産企業がほとんど育っていない工作機械産業の現状を見ると、この急激な環境変化に対し、工作機械

の主要輸出国企業にとっては、将来的に極めて有望な市場と言えよう。 

 

ただ、経済的には 3,000 ㌔以上の国境を接する米国との関係が極めて強く、また歴史的にも文化的

にも欧州の国々との関係が深いことから、我が国にとって競争は厳しいと言えよう。しかも近年は、韓国

以外にも、台湾、中国、インド、ブラジル等からの安価な機械の流入が増える傾向にあり、この点からも

市場需要に沿った戦略の策定が重要性を増している。 

一方メキシコ輸入代理店側では、他国からの輸入にはない、輸入機械使用者に関する細々とした情

報要請や、位置確認装置装着義務や輸出許可取得という、日本側における輸出手続の煩雑さ・遅延

に対する不満も現状大きくあるようだ。これは製品自体の微妙な性格にも由来するため安易な妥協は

出来ないが、欧米と比較して遅れを取っているようであれば、改善の余地は大きいと言えよう。 
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4. 輸入関税率 

 

  マシニングセンターは、日墨ＥＰＡに基づき日本への優遇税率が適用されているものもあり、

8457.3002 や 8457.3003 では、一般関税 15％に対し、現在 6.9％と、毎年段階的に優遇幅が広がって

いる。しかし最近のメキシコ政府による関税の全般的引き下げ方針に基づき、ゼロとなった品目も多く、

8457.2001 の固定ステーション機械においては逆転現象が生じ、対日本ＥＰＡでは 3.9%であるが、一般

では既にゼロとなっている。この場合の輸入には、日墨ＥＰＡ税率を適用せず、一般税率を選択すれば

よいことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

5. ディストリビューター等 

 

既述のメキシコ機械販売代理店協会（AMDM）に多くの輸入業者等が所属している。それらを含む産

業機械の主な輸入・販売業者については、ジェトロメキシコ事務所が 2010 年 3 月に作成した「メキシコ

の工作機械市場調査」の「3．産業機械の主な輸入業者、販売業者」リストを参照されたい（ジェトロ HP

上で入手可）。 

 

なおＡＭＤＭでは、2 年に 1 回、中南米内でも規模の大きいＴＥＣＭＡという見本市を行っている。次

回は2013年 3月 5～7日に開催予定で、欧米および中南米16カ国から、200社以上の出展者が参加

し、切削、金属成形およびファブリケータ、切削工具、バッテリードリルと周辺機器、アディティブプロセ

ス、マテリアルハンドリング、制御/ CAD-CAM /ソフトウエア、EDM、ギアの生成、機械要素、クリーニン

グ、環境と品質保証、等のテーマで展示することになっている。日本からも前回、森精機、マキノ、ヤマ

ザキマザックなどが参加している。 

 

今後の自動車産業を中心とする需要にどのように応えていくかが注目されている。 

 

以上  

（ジェトロ・メキシコ事務所： 大門正征、岡崎孝裕、ビクトル・ナカノ） 


